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建築物に働く力 1　いろいろな構造物

2　建築物に働く力

3　力学的にみた建築物

力の基本 1　力

2　力の合成と分解

3　力の釣合い

構造物と荷重および外力 1　支点と節点

構造物と荷重および外力 2　荷重および外力
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７
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６
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・構造物に作用する荷重や外力を理
解する。

・荷重や外力の表現方法や定義につ
いて理解する。

４
月

５
月

・構造物の支え方や接合方法を理解
する。

・様々な支点や節点の力学的特徴を
理解する。

１年間の計画を確認した後押印

指導内容
【年間授業計画】

科目建築構造設計の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）

【年間授業計画】
評価の観点等

予
定
時
数

年間授業計画

3

・様々な建築構造物について理解す
る。

3

・建築物に作用する様々な力を、普段
の生活に落とし込んで理解する。

・力学的に建築物をとらえ表現方法を
理解する。

・力について力学的な表現方法を理解す
る。

・ベクトルの考え方を理解し、力の合成と
分解について作図し理解できる。

・ベクトルの考え方に従い、力が釣り合っ
た時の状態を図式解法で表現できる。



指導内容
【年間授業計画】

科目建築構造設計の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）

【年間授業計画】
評価の観点等

予
定
時
数

構造物と荷重および外力 2　荷重および外力

反力
1　反力

反力 2　反力の求め方

反力 2　反力の求め方

反力 2　反力の求め方

反力 2　反力の求め方

反力 2　反力の求め方
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・構造物に作用する荷重や外力を理
解する。

・荷重や外力の表現方法や定義につ
いて理解する。

3
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・等変分布荷重について理解し、反
力計算を行うことができる。

・作用する反力を仮定し、荷重から反
力計算を行うことができる。

・様々な荷重がかかった状態の反力
計算を行うことができる。

・等分布荷重について理解し、反力
計算を行うことができる。

・作用する反力を仮定し、荷重から反
力計算を行うことができる。

・反力の考え方について理解する。

・支点によって作用する反力の違い
を理解する。

・作用する反力を仮定し、荷重から反
力計算を行うことができる。

・作用する反力を仮定し、荷重から反
力計算を行うことができる。

・作用する反力を仮定し、荷重から反
力計算を行うことができる。

・複数の荷重がかかった時の反力計
算を行うことができる。
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